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平成２４年度国内で発生が確認された
ウメ輪紋ウイルスに関する対策検討会

議事概要

平成２４年９月２７日（木）
農林水産省 共用第１０会議室

１．平成２４年度の調査結果
○ 本年度に実施したウメ輪紋ウイルス（以下「ＰＰＶ」という ）の発生調査（防除。
区域等調査、広域調査）の結果等を報告した。

２．新たに感染が確認された地域の取扱い
○ 新たにＰＰＶの感染が確認された地域については、原則として、感染植物が確認さ

れた園地から半径１ｋｍの範囲を「プラムポックスウイルスの緊急防除に関する省令
（平成２２年農林水産省令第４号 」に基づく防除区域（以下「防除区域」という ）） 。
に追加指定（大字単位）する方針で検討することを確認した。

○ なお、ＰＰＶの感染植物が確認された地域であっても、周辺への感染の広がりがな
く、かつ、全ての感染植物の処分が終わっている（又は速やかな処分が見込まれる）
地域については、これまでと同様、今後少なくとも３年間の発生監視調査を実施する
こと、アブラムシの防除・宿主植物の移動制限を徹底することを前提として、防除区
域に指定しない方向で検討できることを確認した。

３．感染植物等の処分基準の見直しについて
○ これまでに実施した調査及び防除の結果を踏まえ、ＰＰＶの感染植物等の処分基準
の見直しについて検討した結果、次の方針で強化することとし、詳細な運用は今後継
続して検討することとした。
【果樹生産園地】

園地内の感染率が１０％未満の場合、現行では感染植物及びその隣接する１列
の宿主植物を処分対象植物としているが、今後は感染植物及びその隣接する２列
の宿主植物を処分することに変更。
（注）園地内の感染率が１０％以上の場合には、これまで同様、園地内の全ての

宿主植物を処分。
【公園・民家の庭・街路樹など】

現行では感染植物のみを処分対象植物としているが、今後は果樹生産園地の処
分基準に準じ、園地内の感染率が１０％以上の場合には園地内の全ての宿主植物
を処分することとし、１０％未満の場合には感染植物及びその隣接する２列の宿
主植物を処分することに変更。

【苗生産園地・切り枝生産園地など】
現行では植物防疫官が必要と認める宿主植物を処分対象としているが、今後は

感染植物が確認された園地内の全ての宿主植物及び防除区域内の他の園地内の植
物防疫官が必要と認める宿主植物を処分することに変更。

４．今後の調査及び防除の実施について
○ 国内におけるＰＰＶのまん延防止及び早期根絶を図るため、引き続き調査及び防除
を適切に実施することとした。

（以上）


